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除染・耕作活動による空間線量率の低減効果： 
3D-ADRESを用いたPHITSシミュレーションによる詳細評価†

金 敏植 1*、 吉村 和也 2、 佐久間 一幸 3、 メイリンズ アレックス 4、
阿部 智久 2、 中間 茂雄 2、 町田 昌彦 5、 斎藤 公明 1

【要　約】　東京電力福島第一原子力発電所事故から10年以上が経過し、帰還困難区域では、住民帰還の促進
を目的として、特定復興再生拠点区域が定められ、重点的なインフラ整備や除染が実施されている。この現
状に対し、本研究では、除染及び耕作活動などによる空間線量率の低減効果を定量的に評価するため、福島
県大熊町に位置する実エリアに対し、環境中の構造物と線源分布を詳細に再現するモデルを構築し、放射線
量の詳細分布の推定計算を行った。その際、環境中詳細モデルの構築を可能とする3D-ADRESを用い、放射
線のモンテカルロシミュレーション（PHITS利用）を実施した。構築したモデルでは、観測に基づいた現実的
な放射性Csの分布が反映された他、その経時変化も考慮された。その結果、対象エリアに対し、地上100 cm
空間線量率の空間線量率分布が計算され、実測値を良く再現できることが確認された他、除染・耕作活動な
どに応じた影響も容易に且つ詳細に評価可能であることが確認された。これらの結果から、3D-ADRESは、
未だ立ち入りなどが制限される帰還困難区域などにおける線量率低減に向け、除染などの対策を評価する際、
極めて有効なシステムであると結論づけられる。
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